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取引先のＳＤＧｓ・ＥＳＧ経営をサポート！ 

「京銀グリーンローン」の取り組みについて 
～日本電気硝子株式会社と契約を締結～ 

 京都銀行（頭取 土井 伸宏）は、本日（２０２２年１１月２２日（火））、日本電気硝子株

式会社（代表取締役社長 松本 元春、本社 滋賀県大津市）に対して、「京銀グリーンローン」

を取り組みましたのでお知らせいたします。 

グリーンローンは、資金使途を環境に配慮した事業（グリーンプロジェクト）に限定する  

仕組みの商品です。 

日本電気硝子株式会社は、液晶用ガラス基板および高機能樹脂強化用ガラス繊維等の特

殊ガラスの製造を行う企業で、ＣＳＲ活動の推進を通じた企業価値向上および持続可能な

社会の実現を目指し、「環境」、「多様性」、「地域」をマテリアリティとした取り組みを進

めるほか、２０５０年までのカーボンニュートラル達成を目指しています。本ローンによ

る調達資金は、グリーンファイナンス・フレームワークに基づく評価基準を満たすプロジ

ェクトに充当されます。 

なお、同社が２０２２年１０月に策定した「グリーンファイナンス・フレームワーク」は、国

際資本市場協会（ＩＣＭＡ）が定義する「グリーンボンド原則（ＧＢＰ）２０２１」、環境省の定

める「グリーンボンドガイドライン（２０２２年版）」、ローン・マーケット・アソシエーション

（ＬＭＡ）、アジア太平洋ローン・マーケット・アソシエーション（ＡＰＬＭＡ）およびローン・

シンジケーション＆トレーディング・アソシエーション（ＬＳＴＡ）の定める「グリーンローン

原則２０２１」ならびに環境省が定める「グリーンローンガイドライン（２０２２年版）」に適合

する旨のセカンド・オピニオンを日本格付研究所（ＪＣＲ）から取得しております※。 

当行では、今後も、地域企業のＳＤＧｓ・ＥＳＧ経営サポートを通じ、お客さまのさらなる

発展と持続性のある地域社会の実現を目指してまいります。 

※日本格付研究所（ＪＣＲ）による評価レポート https://www.jcr.co.jp/greenfinance/ 

記 

１．本ローンの概要 

契約締結日 ２０２２年１１月２２日 

融 資 額 ５００百万円 

融資期間 ５年 

資金使途 

グリーンファイナンス・フレームワークに基づく評価基準を満たすプロジェクト

（全電気溶融設備の水平展開、省エネ設備への切り替え、再生可能エネルギーへ

の投資等） 

その他 
グリーンローンとしての適合性について日本格付研究所（ＪＣＲ）からセカンド・

オピニオンを取得しております。 
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２．同社概要 

会  社  名 日本電気硝子株式会社 

本社所在地 滋賀県大津市晴嵐二丁目 7番 1号 

代  表  者 代表取締役社長 松本 元春 

設 立 年 月 １９４４年１０月 

事 業 内 容 特殊ガラス製品の製造・販売およびガラス製造機械の製作・販売 

同社ホームページ https://www.neg.co.jp 

 

以  上 

 

 京都銀行グループでは、従来から「地域社会の繁栄に奉仕する」という経営理念に基づいた
企業活動を行ってまいりました。今後も経営理念のより一層高いレベルでの実践である SDGs
達成に向け、地域の社会課題の解決に貢献してまいります。 

【SDGs】2015 年 9 月に国連で採択された、経済・社会・環境のあり方についての 2030 年までの
世界共通目標。17 のゴールと 169 のターゲットで構成されている。 


